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No.1328広報

P1～ 3……特集「柏ゆかりの文人たち」

P4…………年始に急病になったら・
　　　　　　催し・健康・市民相談

柏市はテニス競技の開催地です。

　

昨
年
、
柏
は
中
核
市
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
都
市
化
が
進
み
ま
し
た
が
、
昔
は
森
や
原
野

が
広
が
り
、
多
く
の
人
々
は
豊
か
な
自
然
の
中
で
生
活
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
古
き
よ
き
柏
に
生

ま
れ
、
志
を
成
し
遂
げ
た
人
、
自
然
を
愛
し
、
創
作
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
人
が
い
ま
す
。
そ
ん
な

地
域
ゆ
か
り
の
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

文
人
た
ち

髙島野十郎「さくら（布施弁天）」（福岡県立美術館　提供）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
二
〇
〇
九
年
の
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
柏
市
が
中
核
市
と
な
っ
て
二

年
目
を
迎
え
ま
す
。
県
か
ら
移
譲
さ
れ

た
業
務
に
つ
い
て
、
柏
市
自
身
が
責
任
を

持
っ
て
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
内
外
に
お
い
て
、
市
民
が

大
活
躍
し
た
年
で
し
た
。
北
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
国
枝
選
手
、
齋
田
選
手
の
メ

ダ
ル
獲
得
、
流
経
大
柏
高
サ
ッ
カ
ー
部
の

全
国
制
覇
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
多
く
の
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
国
製
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
中
毒
、

事
故
米
の
食
用
転
売
な
ど
食
の
安
全
が
脅

か
さ
れ
る
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
市
内
で

も
中
国
産
冷
凍
イ
ン
ゲ
ン
や
食
品
製
造
工

場
の
井
戸
水
の
問
題
な
ど
が
次
々
と
発
生

し
ま
し
た
が
、
市
に
移
譲
さ
れ
た
保
健
所

が
中
心
と
な
り
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
健
所
と
柏
市
医
師
会
、
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院
や
東
京
慈
恵
会
医

大
附
属
柏
病
院
が
協
働
し
、
治
療
だ
け

で
な
く
予
防
や
早
期
発
見
、
緩
和
ケ
ア
な

ど
、
が
ん
の
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

沼
南
町
と
の
合
併
の
際
に
約
束
し
た
事

業
も
進
み
、
沼
南
庁
舎
の
改
修
で
、
こ
ど

も
図
書
館
と
郷
土
資
料
展
示
室
を
開
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
は
、
全
世
界

的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
の
中
で
、
市
は
昨

年
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
を
作
り
ま
し

た
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
や
省
Ｃ
Ｏ
２
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
ま
た
、
市
役
所
で
は
、

平
成
24
年
度
ま
で
に
20
％
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
総
合
的
な
保
健
医
療
福
祉
施

設
の
整
備
、
公
設
総
合
地
方
卸
売
市
場
の

移
転
再
整
備
、
新
中
央
図
書
館
の
整
備
、

柏
駅
東
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
改

修
な
ど
の
整
備
事
業
や
、
二
〇
一
〇
年
の

千
葉
国
体
テ
ニ
ス
競
技
大
会
の
開
催
に
向

け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で

安
心
な
市
民
生
活
の
確
保
、
子
育
て
支
援

の
充
実
、
健
康
・
福
祉
施
策
の
推
進
な
ど

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
自
立
都
市
を
目
指
し
て
、
こ
れ

ら
の
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
行
政
改

革
大
綱
に
基
づ
く
効
率
的
な
市
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年

に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

柏
市
長

　

本
多　

晃

柏
ゆ
か
り
の

ふ
る
さ
と
人
物
探
訪



　

芳
野
金
陵
は
、
享
和
２
年
、
松
ケ
崎

で
医
業
を
営
む
芳
野
南
山
の
も
と
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
激

動
の
時
代
を
生
き
た
儒
学
者
で
、
昨
年

注
目
さ
れ
た
天
璋
院
篤
姫
（
一
八
三
六

〜
一
八
八
三
）
と
同
時
代
の
人
で
す
。

　

江
戸
で
家
塾
を
開
い
て
い
た
金
陵
は
、

駿
河
田
中
藩
の
儒
学
者
と
し
て
任
官
、

改
革
に
取
り
組
み
、
藩
の
活
性
化
に
努

め
ま
し
た
。
文
久
２
年
（
一
八
六
二
）

に
は
、
幕
府
直
轄
の
学
問
所
で
あ
る
昌

し
ょ
う

平へ
い

坂ざ
か

学
問
所
の
儒
官
と
し
て
抜
て
き
さ

れ
、
安や

す

井い

息そ
っ

軒け
ん

、
塩し

お

谷や

宕ご

陰い
ん

と
と
も
に

「
文
久
の
三
博
士
」と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
年
に
は
「
生
麦
事
件
」
や
、
皇
女
和

宮
と
徳
川
家
茂
の
婚
儀
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
ま
さ
に
動
乱
の
時
代
で
す
。

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）、
昌
平
坂
学

問
所
は
明
治
新
政
府
の
管
轄
に
な
り
ま

す
が
、
金
陵
は
引
き
続
き
残
る
よ
う
に

請
わ
れ
ま
し
た
。
退
官
後
は
東
京
大
塚

に
隠
居
し
て
余
生
を
送
り
、
子
弟
の
教

育
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

野
獣
の
よ
う
に
生
き
る
│
│
。
そ
ん
な

思
い
で
自
ら
名
付
け
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
名

前
。
そ
の
生
き
ざ
ま
も
、
ま
さ
に
自
然
と
と

も
に
あ
り
ま
し
た
。　

柏
に
移
っ
て
来
た
の

は
七
十
歳
に
な
っ
て
か

ら
。
写
生
に
訪
れ
た
増

尾
の
田
園
風
景
を
気
に

入
っ
て
の
こ
と
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
電

気
も
ガ
ス
も
水
道
も

通
っ
て
い
な
い
小
屋
を

幕
末
に
活
躍
し
た
儒
学
者　

芳
野
金
陵
（
よ
し
の
き
ん
り
ょ
う
・
一
八
〇
二
〜
一
八
七
八
年
）

　

こ
の
詩
が
刻
ま
れ
た
碑
が
、
国
道
６

号
線
に
面
し
た
県
立
東
葛
飾
高
等
学
校

の
脇
に
あ
り
ま
す
。
詩
人
・
八
木
重
吉

豊
か
な
自
然
を
素
材
に
、
次
々
と
詩
を

発
表
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
詩
碑
に
刻

ま
れ
た
詩
も
こ
の
こ
ろ
書
き
と
め
ら
れ

ず
い
ぶ
ん

ひ
ろ
い
原
っ
ぱ
だ

い
っ
ぽ
ん
の
み
ち
を

む
し
ょ
う
に

あ
る
い
て
ゆ
く
と

こ
こ
ろ
が

う
つ
く
し
く
な
っ
て

ひ
と
り
ご
と
を
い
う
の
が

う
れ
し
く
な
る

書
を
極
め
た
高
僧

山
崎
弁
栄
（
や
ま
ざ
き
べ
ん
ね
い
・
一
八
五
九
〜
一
九
二
〇
年
）

少
年
の
夢
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

小
松
崎
茂
（
こ
ま
つ
ざ
き
し
げ
る
・
一
九
一
五
〜
二
〇
〇
一
年
）

　

少
年
時
代
、
プ
ラ
モ
デ
ル
に
夢
中
に

な
っ
た
お
父
さ
ん
た
ち
の
中
に
は
、
こ

の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
絵
に
目
を
輝

か
せ
た
人
も
多
い
の
で
は
？

　

柏
市
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
は
、
昭

和
26
年
、
三
十
六
歳
の
時
。
戦
後
の
復

興
の
さ
な
か
で
し
た
。

　

東
京
・
南
千
住
の
生
ま
れ
で
、
も
と

も
と
は
日
本
画
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

緻
密
（
ち
み
つ
）
な
迫
力
あ
ふ
れ
る
画

風
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
転
向
し
、

戦
時
中
は
戦
車
や
飛
行
機
な
ど
、
戦
意

高
揚
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
終
戦

後
、
進
駐
軍
に
菓
子
を
ね
だ
る
少
年
た

ち
の
姿
に
胸
を
痛
め
、
自
分
の
絵
で
元

気
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
雑
誌
の
絵
物
語
、
プ
ラ
モ
デ
ル

の
箱
絵
と
、
寝
る
間
も
惜
し
み
、
精
力

的
に
絵
を
描
き
続
け
ま
す
。

　

現
在
も
広
報
か
し
わ
毎
月
1
日
号
の

長
寿
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
る
「
お
と
な

り
さ
ん
」、第
一
回
目
に
登
場
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
少
年
た
ち
に
夢
を
与
え
、

平
成
13
年
、
八
十
六
歳
で
生
涯
を
終
え

ま
し
た
が
、
今
も
、
昭
和
ロ
マ
ン
館
（
松

戸
市
）
で
そ
の
世
界
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ふるさと人物探訪

柏ゆかりの文人たち

素
朴
な
心
を
紡
い
だ
詩
人

八
木
重
吉
（
や
ぎ
じ
ゅ
う
き
ち
・
一
八
九
八
〜
一
九
二
七
年
）

自
然
を
好
ん
だ
孤
高
の
画
家

髙
島
野
十
郎
（
た
か
し
ま
や
じ
ゅ
う
ろ
う
・
一
八
九
〇
〜
一
九
七
五
年
）
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（片山摂三撮影）

　晩年になっても、足腰こそ弱ってい
たが語り口ははっきりしていて、インタ
ビューを受けると2時間以上延々としゃ
べり続けた。たばこの灰を落とすくせが
あり、ズボンはいつも穴だらけ。それでも
一向に気にせず、相手にはおかまいなく、
自分が入れたコーヒーを何杯も振る舞う
という、パワフルで人懐っこく、不思議
なキャラクターの持ち主だった。

その２
気さくでパワフル

　1990 年に発行された画集には石ノ
森章太郎、ちばてつや、川崎のぼる、
松本零士といった有名な漫画家たちが、
「小松崎の絵物語を大いに愛読し、影響
を受けた」といった賛辞の言葉を述べ
ている。藤子不二雄Ⓐに至っては、ペ
ンネームを「小松原滋」にしてサイン
もまねしたほどだったという。

その1
みんなのあこがれ

小松崎茂・びっくり秘話

　多忙さに比例して収入も多く
なり、柏町では、個人所得 1位
の年が何年も続いた。三昼夜ぶっ
通しで仕事を続けたこともあり、
昭和 28 年ごろに、画家の部の
所得で全国第 2位になって話題
になった。

その3
人気ぶりを示す高額所得記録

　

弁
栄
聖
者
、
大
正
の
法ほ

う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

と
称

さ
れ
た
高
僧・山
崎
弁
栄
は
、安
政
６
年
、

鷲
野
谷
地
区
の
農
家
、
山
崎
嘉
平
家
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
を
啓
之
助

と
い
い
ま
し
た
。
幼
い
と
き
か
ら
勉
強

熱
心
で
仏
教
に
関
心
を
持
ち
十
五
歳
の

こ
ろ
か
ら
は
、
父
親
の
農
業
を
手
伝
い

な
が
ら
学
問
に
励
み
ま
し
た
。
二
十
一

歳
で
、
小
金
東と

う

漸ぜ
ん

寺じ

（
松
戸
市
）・
大お

お

谷た
に

月
間
、
念
仏
修
行
を
行
い
東
漸
寺
に
戻

り
お
経
七
千
三
百
三
十
四
巻
を
読
み
通

し
ま
し
た
。同
19
年
に
は
、五
香（
松
戸
市
）

に
説
教
所
を
復
興
し
布
教
活
動
を
開
始
。

　

現
在
、
医
王
寺
近
く
に
弁
栄
誕
生
の

地
と
し
て
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

とした
特に米
弥陀仏」
人的な
、今日
ている。

技

くり秘話

「弾丸列車」（昭和ロマン館　提供）萬福寺



ア
ト
リ
エ
兼
住
居
と
し
、
独
自
の
緻
密
（
ち

み
つ
）
な
写
実
的
画
風
を
貫
き
ま
し
た
。

　

住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
場
所
は
、
今
は

住
宅
地
と
な
っ
て
い
て
、
お
そ
ら
く
近
く
で

あ
っ
た
ろ
う
増
尾
の
萬
福
寺
の
鐘
の
音
だ
け

が
、
当
時
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

　

福
岡
県
の
裕
福
な
酒
造
業
の
家
に
生
ま

れ
、
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
水
産
学
科
を
首

席
で
卒
業
す
る
才
も
持
ち
な
が
ら
、
画
家
の

道
を
選
び
、
孤
独
を
好
み
、
自
然
を
見
つ
め

続
け
ま
し
た
。

　

そ
の
絵
が
世
に
広
く
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

没
後
十
年
以
上
も
経
っ
た
昭
和
61
年
の
こ
と

で
す
。

は
、
明
治
31
年
に
東
京
府
南
多
摩
郡
堺

村
（
現
在
の
町
田
市
）
に
生
ま
れ
、
大

正
14
年
、
創
立
間
も
な
い
柏
東
葛
中
学

校
（
東
葛
飾
高
校
）
に
英
語
科
教
員
と

し
て
赴
任
し
、東
葛
飾
郡
千
代
田
村
（
現

在
の
旭
町
四
丁
目
）
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
周
辺
に
は
、
三
万
坪
の
原
っ
ぱ
が

広
が
っ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。

　

同
校
に
着
任

し
た
年
に
、
詩

集
「
秋
の
瞳
」

を
出
版
。
柏
の

た
も
の
で
す
。

　

妻
と
二
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
温

か
い
家
庭
を
築
い
て
い
ま
し
た
が
、
大

正
15
年
に
結
核
を
患
っ
て
休
職
。
茅
ケ

崎
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
療
養
所
）
で
の

闘
病
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　

病
床
で
二
番
目
の
詩
集
「
貧
し
き
信

徒
」
を
制
作
し
た
も
の
の
、
出
版
物
を

手
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
２
年
、
二
十
九
歳
で
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
が
、
五
年
ほ
ど
の
短
い
創

作
活
動
中
に
編
ま
れ
た
詩
は
、
多
く
の

人
々
に
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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タ
テ
の
カ
ギ

1  

そ
の
人
と
は
二
度
と
会
え
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん

２  

増
尾
に
住
ん
だ
○
○
○
○
野
十
郎

３  

事
の
真
相
な
ど
を
故
意
に
知
ら
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

４ 

回
る
も
の
の
中
心

５ 

昨
年
４
月
柏
市
は
な
り
ま
し
た

６  
口
ぎ
た
な
く
の
の
し
る
声
。「
○
○

○
を
浴
び
せ
る
」

７  
緊
張
し
た
と
き
な
ど
に
口
の
中
に

た
ま
る
つ
ば
。「
○
○
○
を
呑
む
」

８  

秋
に
咲
く
植
物
。「
○
○
人
形
」「
○

○
ま
つ
り
」

10 

リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
を
日
本
語
で

11  

さ
わ
や
か
で
気
持
ち
が
よ
い
こ
と

「
気
分
○
○
○
○
」

12  

互
い
に
共
通
点
が
あ
り
そ
っ
く
り

な
こ
と
。「
○
○
○
点
」

13  

小
説
や
文
章
を
書
く
こ
と
を
職
業

と
す
る
人

16  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
人

20  

柏
市
役
所
は
柏
駅
か
ら
○
○
10
分

22  

竹
・
籐
・
柳
な
ど
を
編
ん
で
作
っ

た
入
れ
物

24 

燃
料
に
す
る
細
い
枝
な
ど

27  

○
○
の
残
ら
な
い
人
生
を

29  

ロ
シ
ア
の
代
表
的
な
蒸
留
酒
。
ア

ル
コ
ー
ル
分
が
高
く
て
有
名

30  

家
の
中
の
ち
り
や
埃
。
ア
レ
ル
ギ
ー

性
疾
患
の
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る

31 

古
○
○
東
西

32  

サ
イ
ダ
ー
な
ど
の
○
○
○
○
飲
料

34  

自
動
車
の
燃
料
が
な
く
な
る
こ
と

37  

ド
ラ
イ
バ
ー
で
回
し
て
物
を
締
め

つ
け
ま
す

39  

昨
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
。「
柏
の
葉

○
○
○
○
○
オ
フ
ィ
ス
」

41  

そ
う
し
て
は
ど
う
か
と
相
手
の
気

持
ち
を
動
か
す
こ
と
。「
保
険
の
○

○
○
○
」

42  

今
回
の
特
集
は
「
柏
○
○
○
の
文

人
た
ち
」

44 

魚
の
体
を
覆
っ
て
い
る
も
の

49  

１
月
１
日
の
朝
の
太
陽

51  

手
が
か
り
。
縁
故
。「
○
○
を
頼
る
」

56  

電
車
や
バ
ス
で
立
っ
て
い
る
客
が
つ

か
む
も
の

57  

昨
年
８
月
沼
南
庁
舎
に
オ
ー
プ
ン
。

「
○
○
○
図
書
館
」

58  
○
○
○
○
道
五
十
三
次

60  

国
の
行
政
権
を
担
当
す
る
最
高
の

合
議
機
関

61  

辞
書
に
は
言
葉
の
○
○
が
書
か
れ

て
い
ま
す

63  

今
年
は
こ
の
日
か
ら
仕
事
始
め
の

と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は

66  

絵
を
か
く
こ
と
を
職
業
と
す
る
人

67  

ビ
ル
の
こ
こ
は
駐
車
場
の
場
合
が

多
い
で
す

　

ヨ
コ
の
カ
ギ

 

３ 

60
分
は
？

５  

二
〇
一
〇
年
に
行
わ
れ
る
国
体
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。「
○
○

○
く
ん
」

７  

○
○
食
え
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺

９  

柏
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
。「
柏
○
○
○
○
」

13  

中
国
の
二
十
四
史
の
ひ
と
つ
で
、魏・

呉
・
蜀
の
歴
史
書

14 

今
の
季
節
は
？

15  

衣
服
の
汚
れ
は
こ
れ
で
落
と
し
ま
す

17 

ハ
ワ
イ
に
あ
る
島
の
ひ
と
つ

18  

旧
柏
市
と
旧
沼
南
町
が
○
○
○
○

し
て
今
年
の
３
月
で
丸
四
年

19  

物
事
の
核
心
。「
○
○
を
得
た
質
問
」

21  

回
り
道
を
す
る
こ
と
。「
○
○
○
路
」

23  

柏
駅
と
我
孫
子
駅
の
間
に
あ
る
の

は
○
○
柏
駅

25  

主
婦
は
毎
日
○
○
に
追
わ
れ
て
大

変
で
す

26  

建
物
や
建
造
物
を
全
部
ま
た
は
一
部

と
り
こ
わ
し
て
作
り
か
え
る
こ
と

28  

授
業
が
終
わ
り
、
友
達
と
遊
ん
だ

り
、
部
活
を
し
た
り

31  

打
楽
器
と
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
か
ら

成
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

33  

最
近
は
大
型
施
設
が
増
え
て
い
ま

す
。「
○
○
○
館
」

35  

松
尾
芭
蕉
の
代
表
作
。「
○
○
の
細

道
」

36  

山
崎
弁
栄
は
大
正
の
○
○
○
○
と

呼
ば
れ
ま
し
た

38  

雪
が
降
っ
て
辺
り
一
面
○
○
世
界

40  

壁
で
囲
ま
れ
た
コ
ー
ト
の
中
で

ボ
ー
ル
を
ラ
ケ
ッ
ト
で
壁
に
向

か
っ
て
打
ち
合
う
競
技

43 

物
事
の
道
理
。「
○
○
を
通
す
」

45  

普
通
の
持
ち
方
と
は
向
き
を
反
対

に
持
つ
こ
と

46  
言
い
あ
っ
た
り
殴
り
あ
っ
た
り
し

て
あ
ら
そ
う
こ
と

47  

北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
あ
る
国
。
首

都
は
オ
タ
ワ

48  

身
近
に
あ
る
透
明
な
接
着
テ
ー
プ
。

「
○
○
○
○
テ
ー
プ
」

50 

６
月
ご
ろ
の
長
雨
の
季
節

51 

竿
と
針
で
魚
を
捕
る
の
は

52  

木
を
焼
い
て
つ
く
ら
れ
た
燃
料

53  

か
ん
ど
こ
ろ
。
要
領
。「
○
○
を
つ

か
む
」

54  

お
祝
い
膳ぜ

ん

に
尾
頭
つ
き
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
魚

55  

と
る
べ
き
方
法
。「
○
○
○
が
な
い
」

57 

雅
な
音
を
奏
で
ま
す

59  

桃
の
節
句
。「
○
○
ま
つ
り
」

61  

地
下
水
を
く
み
あ
げ
る
た
め
に
地

下
深
く
掘
っ
た
も
の

62  

あ
る
人
に
い
だ
く
親
し
い
気
持
ち
。

「
○
○
○
を
寄
せ
る
」

64  

い
よ
い
よ
行
動
を
起
こ
す
と
き
。

「
○
○
鎌
倉
」

65  

正
月
11
日
に
雑
煮
や
お
し
る
こ
な

ど
に
し
て
食
べ
ま
す

68  

八
木
重
吉
が
教
え
た
の
は
、
現
在

の
東
○
○
○
○
高
校

69 

五・七・五・七・七
と
言
え
ば

70  

衣
食
住
な
ど
に
関
す
る
知
識
・
技

能
を
習
得
す
る
授
業
。男
性
も
し
っ

か
り
習
得
を

二重マスの文字を
並び替えて、お正
月に関係の深い言
葉を3つ作ってく
ださい

A 図書カード（1,000円相当）  …………………………………………… 20人
B「米良美一＆ニューフィル千葉オペラと日本・世界の名曲コンサート」チケット
    2月28日㈯午後2時開演、市民文化会館大ホール ………………………… 10組20人
C  柏レイソル・タオル ………………………………………………………… 5人
D ＪＯＭＯサンフラワーズ・オリジナルグッズ …………………………… 5人
E 千葉きらめき国体キャラクターチーバくん・オリジナルストラップ  …… 5人
F 道の駅しょうなん農産物直売所利用券（2,000円相当） …………… 10人
G あけぼの山農業公園「ニッカウヰスキー・ザ・千葉ブレンド」 ………… 5人
H あけぼの山農業公園「柏の米で造った酒・利根燦燦」 ………………… 5人
I つくばエクスプレス「壁掛けカレンダー」 …………………………… 10人
J エコグッズ詰め合わせ ……………………………………………………… 5人
K ふるさと産品（2,000円相当） ………………………………………… 10人

　はがきに①クイズの答え（3つ）②希望する賞品の記号（Ａ～K）
③広報かしわへの意見・感想と、住所・氏名・年齢・電話番号を
書いて、〒 277 － 8505　柏市役所広報広聴課へ、1月 15 日㈭
までに郵送で（必着）。正解者の中から抽選で、希望の賞品をプ
レゼントします。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。

問広報広聴課 ☎ 7167－1119

問 題

①②③

賞　   品

応募方法

総計100人に当たる！

新春お年玉企画パズルに挑戦

小

東
漸
寺
（
松
戸
市
）

谷

大た
い

康こ
う

に
よ
っ
て
鷲
野
谷
の
医
王
寺
で
得

度
し
、
弁
栄
を
名
乗
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

明
治
15
年
８
月
、
医
王
寺
の
薬
師
堂

で
断
食
修
行
。
そ
の
後
に
筑
波
山
で
二
カ

　幼少より得意
書画を生かし、
粒に「南無阿弥
と書くほどの超
技量の持ち主で
でも各地に残って

書画の達人技

山崎弁栄・びっ

薬師堂（医王寺）

※
太
字
の
カ
ギ
は
、
特
集
の
中
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す



●法律相談（予約制）
 　①㈪・㈭と第1・第2を除く㈬午前9
時30分～午後3時30分＝市役所相
談室②第1㈬午前9時30分～午後3
時30分＝沼南庁舎相談室③〈夜間〉
第2㈬午後6時20分～ 8時25分＝ア
ミュゼ柏
　予約はそれぞれ前週㈭午前9時か
ら。裁判中のものはご遠慮を
　広報広聴課☎7167－1119
●税務相談（予約制）
　①第2・第4㈮午後1時～ 5時＝市役
所相談室②第3㈮午後1時～ 5時＝
沼南庁舎相談室
　予約は当月分を1月5日㈪午前9時から
 　広報広聴課☎7167－1119
●行政相談
　①第1・第2㈬午前10時～正午＝市
役所相談室②第3㈪午前10時～正
午＝沼南庁舎相談室
　広報広聴課☎7167－1119
●人権身の上相談
　第1・第3㈫午前10時～午後3時
　市役所相談室
　広報広聴課☎7167－1119

●登記相談
　第2㈫午前10時～正午
　市役所相談室
　広報広聴課☎7167－1119
●不動産相談
　第3㈮午前10時～午後3時
　市役所相談室
　広報広聴課☎7167－1119
●多重債務相談（予約制）
　①第2㈫午後1時～ 3時
　市役所相談室
　予約は当月分を1月5日㈪から、千葉司
法書士会柏支部へ電話（7166－2015、
㈪～㈮午後1時～4時）で
　広報広聴課 ☎7167－1119
　②第3㈬午後1時～ 4時
　消費生活センター消費者ルーム（弁
護士による相談）

　予約は1月5日㈪午前9時から
　消費生活センター☎7163－5853
●ボランティア相談
　㈰・㈷を除く毎日午前9時～午後5時
　教育福祉会館1階ボランティアセン
ター☎7165－0880
●消費生活相談
　㈪～㈮午前9時～午後4時30分
　消費生活センター☎7164－4100
●交通事故相談（予約制）
　1月15日㈭午前10時～午後3時
　市役所会議室
　交通施設課☎7167－1304

●住宅リフォーム相談
　①1月11日㈰午後1時15分～ 4時15
分＝布施近隣センター会議室②1月
27日㈫午前10時～午後4時＝市役所
相談室

　建築住宅課☎7167－1147
●外国人のための相談
 〈英語・中国語・スペイン語〉
　①英語＝毎週㈪、中国語・スペイン語
＝毎週㈬。いずれも午後1時～5時
　国際交流室☎7167－0941
　②英語＝㈬・㈰を除く毎日午前10時
～午後7時（日本人スタッフが対応）
　国際交流ラウンジ☎7134－3321
●心配ごと相談
　①㈬・㈯午前10時～午後3時＝教
育福祉会館☎7163－2734②㈭午前
10時～午後3時＝沼南社会福祉セン
ター☎7193－2942③第2・第4㈪午
前10時～午後3時＝柏ビレジ近隣セン
ター☎080－6807－5727
　①の１月3日㈯、②の１月１日㈭、③
の1月12日㈪は休み
　柏市社会福祉協議会☎7163－9001
●リハビリ相談〈電話・面接（予約制）〉
　㈪～㈮午前10時～午後4時
　身体障害者福祉センター
　☎7163－9353
●緑の相談〈電話も可〉
　第2・第4㈯午前10時～午後4時
　柏市みどりの基金☎7160－3120

●身体障害者相談〈電話・面接〉
　第3㈫午前10時～午後3時
　教育福祉会館1階相談室
　☎7163－9353
●知的障害者相談〈電話・面接〉
　第4㈫午前10時～午後3時
　教育福祉会館1階相談室
　☎7163－9353
●老いじたくあんしん相談
 〈遺言・相続等（予約制）〉
　第2・第4㈮午前9時～正午
　市役所相談室
　予約は1月分を1月5日㈪午前9時か
ら、老いじたくあんしんねっと（☎
7169－4165、ヨイロウゴ）へ
　高齢者支援課☎7167－1135
●女性のこころと生き方相談
　（予約制）
　毎週㈭午前10時～午後4時
　男女共同参画室☎7167－1127
●母子自立支援相談
　㈪～㈮午前9時～午後4時
　児童育成課母子自立支援員 
　☎7167－1455
●ひきこもり相談
　㈪～㈮午前9時～午後5時
　障害福祉課☎7167－1243・柏市保
健所地域健康福祉課☎7167－1257 
・高齢者支援課☎7167－1135
　※心配ごと相談でも受け付け

●少年相談
　㈪～㈮午前9時～午後5時
　※㈷を除く
　少年補導センター☎7164－7571
●家庭児童相談
　㈪～㈮午前9時～午後4時
　家庭児童相談室（市役所児童育成
課内）　

　家庭児童相談室☎7167－1458
●不登校相談〈電話・面接（予約制）〉
　㈪～㈮午前9時～午後4時
　教育研究所適応指導教室☎7133－
9400・教育相談訪問指導員室（柏
六小内☎7143－7724・増尾西小内 
☎7175－7755・大津ケ丘二小内☎
7191－3366）

●学校教育相談・幼児教育相談・発
達障害相談〈電話・面接（予約制）〉
　㈪～㈮午前9時～午後4時
　教育研究所分室 
　☎7145－2110・☎7145－7778
●子育てにこにこ電話相談
　☎7162－2525（柏市保健所地域健
康福祉課）㈪～㈮午前9時～正午・
午後1時～ 5時
●こども「やまびこでんわ 柏」
  （話を聞いてもらいたいとき）
　☎7166－8181（少年補導センター）
㈯・㈰・㈷を除く毎日午後1時～ 7時

70 古紙配合率70％再生紙と大豆油インキを使用しています

相談日・予約受付日が祝・休日、
年始に当たる場合は休みます。
また、都合により休む場合があり
ますので、事前にご確認ください

市 民 相 談

44

市内人口

平成21年（2009年）No.1328
1.1

広報

392,659人（前月比73人増）
●男　195，449人　　●女　197，210人　
●世帯数　154,462世帯（前月比60世帯増）
（20.12.1 現在） テレモ自治体情報

「マイタウン柏市」
ホームページに
アクセス

QRコード

年始に急病になったら 受診時は健康保険
証を忘れずに！

健康保険証の提示がな
い場合は実費診療です

至野田
至松戸至松戸

東口

旧水戸街道

図書館

市役所

至千葉

至我孫子

北柏駅

国道６号国道６号

中央体育館

市民
文化会館

中央保健センター

柏公園

大学病院

国
道
16
号

国
道
16
号N

柏駅

教育福祉
会館

健康管理センター
柏市医療センター
休日急患歯科診療所

▶当番医の場所・診療科目・受付時間
などは、各医療機関へ問い合わせを

▶午後10時以後の急病は、☎7163－
0119で録音テープによる電話案内
をしています

▶医療センターの電話（716 3－
0813）と休日急患歯科診療所の電
話（7164－8114）は、診療時間に
だけ通じます

月　日 内科・外科・小児科など 内科・小児科 歯　科
1月1日㈭ 市立柏病院 ☎7134－2000 午
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午前10時
～正午・
午後1時
～4時
※受け付
けは午後
3時30分
まで

2日㈮ おおたかの森病院 ☎7141－1117
3日㈯ 千葉・柏たなか病院 ☎7131－4131

4日㈰
〈内科・小児科系〉大和田ファミリー
クリニック ☎7141－7555 午 後 7 時～

10時〈外科系〉岡田病院 ☎7145－0121

健  康  ガ  イ  ド 1月
 ▼ 柏市保健所地域健康福祉課 ☎7167－1256　※電話番号にご注意を
親子教室「かんがるー
広場」（予約制）

22日㈭午前11時～正午、柏市保健所。保健師・保育士等による相談と遊びの
広場。子どもの心とからだの発達支援と親子教室

乳幼児専門相談「のび
のび相談」（予約制）

22日㈭午後1時30分～4時、柏市保健所。小児専門医等による未熟児等の心
とからだの発育・発達に関する相談

小児専門相談「発達支
援相談」（予約制）

9日㈮午後2時～4時。柏市保健所。児童精神科医師による、多動や表現・言
葉の理解が不自然など、発達に関する相談

難病相談 ㈪～㈮午前9時～午後5時（祝日を除く）、柏市保健所。保健師等による、難病
患者や家族のための医療・保健などに関する相談

 ▼ 柏市保健所地域健康福祉課 ☎7167－1257　※電話番号にご注意を

ポリオの予防接種
16日㈮・21日㈬＝中央保健センター、29日㈭＝沼南保健センター。いずれも午
後1時～2時20分。生後3カ月～7歳5カ月児。予診票（会場にもあり）・母子健康
手帳・スリッパの持参を

マタニティークッキ
ング教室（予約制）

13日㈫午前10時30分～午後1時30分、沼南保健センター。妊婦（子どもを除く
家族も可）。費用600円※予約時に用意する物の確認を

こんにちは赤ちゃん
事業（全戸訪問）

平成20年11月に生まれた乳児。自宅に柏市民健康づくり推進員等が訪問します。
赤ちゃんの成長や育児への不安など、気軽に相談を（時期がずれる場合あり）

食事（栄養）相談
（予約制）

日時・会場（柏市保健所か健康管理センター）は申込時に決定。献立や摂取量のア
ドバイス等が必要なかた

ふれあい健康相談 日ごろの健康チェックや保健師への相談を希望するかた。血圧・体脂肪測定など。日
程を確認の上、当日、会場の近隣センター等へ直接※注

　▶▶通知が届いていない場合はご連絡を
▶1歳6か月児健康診査（平成19
年6月生まれ）7日㈬・14日㈬・
22日㈭＝中央保健センター、27
日㈫＝リフレッシュプラザ柏

▶3歳児健康診査（平成17年7月
生まれ）8日㈭・15日㈭・20日㈫
＝中央保健センター、23日㈮＝
沼南保健センター

▶幼児のむし歯予防教室（平成19
年1月生まれ）9日㈮・19日㈪・28
日㈬＝健康管理センター、16日㈮
＝沼南保健センター

 ▼ 柏市保健所総務企画課 ☎7167－1775
医療相談 ㈫・㈬・㈭午前9時～正午・午後1時～3時、柏市保健所

 ▼ 柏市保健所保健予防課 ☎7167－1254
こころの健康相談（予約
制）

15日㈭・20日㈫・26日㈪午後2時～4時、柏市保健所。心の病などで悩んで
いるかた、家族。精神科医による相談

アルコール悩みごと相談
（予約制）・酒害教室・ア
ルコール家族教室

悩みごと相談＝5日㈪、酒害教室＝6日㈫、いずれも午後2～4時。家族教室
＝19日㈪午後2時30分～4時30分。柏市保健所。本人、家族

アルコール・デイケアク
ラブ（登録制）

14日㈬・21日㈬・28日㈬午前9時30分～11時30分、柏市保健所。アルコール問
題を抱えるかた。飲まない生活の維持のための学習会、ミーティング・スポーツ等

HIV抗体・クラミジア・梅
毒検査（予約制）

19日㈪午後1時～2時、26日㈪午後1時～2時・午後5時30分～7時30分、柏
市保健所※2月分（9日㈪午後1時～2時、23日㈪午後1時～2時・午後5時30
分～7時30分）も予約可

結核・感染症、エイズ・性
感染症等に関する相談 ㈪～㈮午前9時～午後5時（祝日を除く）、柏市保健所

 ▼ 柏市保健所保健センター ☎7164－3333
かしわ歯科
相談室

15日㈭午後1時30分～3時、教育福祉会館。市内在住のかた。子どもは母子健康手帳、40
歳以上のかたは健康手帳（あるかただけ）、歯磨き指導を受けるかたは歯ブラシの持参を

健康づくり相
談（予約制）

市内在住で、女性の基本35・人間ドック等の検査結果が生活習慣改善を要するかた。事
前に電話で予約の上、会場の近隣センター等へ※注

健康福祉相
談室（☎7173
－6070）

㈪・㈬・㈭午前9時～11時30分・午後1時～4時30分、リフレッシュプラザ柏。市内在住
のかた。保健師による各種健康相談、生活習慣病に関する情報提供、保健・福祉サービス
（申請手続き等を含む）の案内・情報提供。当日、会場へ直接

 ▼ 柏市保健所生活衛生課 ☎7167－1259
犬・猫の飼い方等の相談 ㈪～㈮午前9時～午後5時（祝日を除く）。柏市保健所

犬・猫の引き取り ㈮午前10時～10時30分、柏市保健所※1頭につき生後91日以上＝2,000
円、生後91日未満＝400円

夜間・休日に急病になったら
（年始は別掲をご覧ください）

▶夜間…内科・小児科☎7163－0119※音声案内
▶日曜日・祝日…歯科☎7164－8114（午前10時～午後
3時30分）・歯科以外☎7163－0119※音声案内

※注日程は各近隣センターにあるチラシ・市のホームページをご覧になるか、電話で問い合わせを

時 所 対 内 費 申 問 
 ▼ 保健福祉総務課 ☎7167－1131
献血キャンペーン 7日㈬＝市役所、11日㈰＝柏駅東口ハウディモール駅前交差点付近（みずほ銀行

前）。いずれも午前10時30分～11時45分・午後1時～4時。16～64歳で健康なかた

小
倉
百
人
一
首

市
民
か
る
た
大
会

消防出初め式
時1月11日㈰午前9時30分から
所松葉中学校※荒天の場合は市民文化会
館小ホール（消防職・団員だけ）

内はしご乗り演技・消防団員のポンプ操法演
技・市立柏高等学校吹奏楽部の演奏など

問消防局総務課 ☎7133－8791

千葉テレビ放映
2009年新春特別番組
～東葛五市長新春に語る～
時1月1日㈭午後2時30分～3時25分
内柏・我孫子・鎌ケ谷・流山・松戸
の各市長が、市政を語ります

問広報広聴課 ☎7167－1119

〈いずれも4日㈰までは休み〉


